
オンライン 対面 小学 中学 高校 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

A5-1 ○ ○  史学・地理学  身近な戦争

山形県飯豊町出身の軍医齋藤氏手紙の手紙を扱いながら、戦時下の山形県の

暮らしを学びます。また、当時の一兵士目線の戦争を学ぶことも出来ます。

教科書では描かれることのない、庶民目線の戦争を理解することで、資料の

貴重性や庶民の戦争観など多角的な視点で物事を捉えることが出来るように

なります。

阿部　宇洋 講師 学士課程基盤教育院 講義 40名まで ご希望に応じます ○ ○

・デジタル版の軍事郵便資料

を使用します。（タブレット

等があれば配布しながら、詳

細に軍事郵便を調べることが

可能です）

・原本は崩し字ですが、活字

版もあります。

A5-2 ○ ○  史学・地理学
 怪異現象の世界

～身近な民俗～

民俗学が扱う分野で「俗信」があります。いかに現代社会が発達しようとも

人は不思議な現象への理解を妖怪や幽霊といった非科学的な現象を頼りに理

解しようとします。身近に存在する怪異現象を俗信の分類にあてはめなが

ら、日本人の怪異に対する思想を考察します。

阿部　宇洋 講師 学士課程基盤教育院 講義 40名まで ご希望に応じます ○ ○ ○

・小学生高学年から対応可

・グループワーク

・事前にアンケート調査を実

施

A5-3 ○ ○  史学・地理学  おらほの歴史を探す

歴史資料や民俗資料の基礎的な活用方法や、文献資料の検索、文献資料の活

用方法などから、地域史研究の学び方の基礎を紹介します。身近に多く存在

する歴史的な資料を認識出来るようにするとともに、郷土の魅力の再発見す

る力を身につけます。野外実習では地域の石造物を調査し、記録化し、そこ

から地域の歴史をひもときます。

阿部　宇洋 講師 学士課程基盤教育院 講義・野外実習 40名まで ご希望に応じます ○ ○

・野外調査はご希望の場合の

み

・山形の資料（古文書や民

具）を扱いながら講義を行い

ます。

・資料を扱う際、多少の破損

であれば修復する事が可能で

す。

A5-4 ○  史学・地理学  先史時代の鳥霊信仰

「鳥」とは何か。日本列島では、「鳥」を意識するようになるのは、縄文時

代と考えられています。しかし、鳥に対して、ある種の信仰を示すようにな

るのは、弥生時代（約2,800年前頃）からです。この講義では、なぜ、弥生

時代の人々が「鳥」に対する信仰をもったのか、その背景について考古学的

な観点から明らかにしていきます。

白石　哲也 准教授 学士課程基盤教育院 講義・演習 ～50人程度まで 60～90分 ○ ○ 授業日は不可

A5-5 ○  史学・地理学  科学で読み解く先史時代の食

この講義では、先史時代の食文化についてお話します。過去の食を解き明か

すためには、考古学の他に、民族学や化学、物理学など様々な分野の専門家

の知識が不可欠です。講義では、先史時代の食について、最先端のお話をし

ます。

白石　哲也 准教授 学士課程基盤教育院 講義・演習 ～50人程度まで 60～90分 ○ ○ 授業日は不可

A5-6 ○ ○  史学・地理学  ロシア＝ウクライナ戦争 ロシア＝ウクライナ戦争の政治的・歴史的背景 天野　尚樹 准教授
人文社会科学部

グローバル・スタディーズコース
講義 何人でも可 50～90分 ○ ○ ○ ○

A5-7 ○ ○  史学・地理学  ボーダースタディーズ入門
北方領土、沖縄、奄美など日本の境界領域の島々の現場からグローバルな問

題を見通す
天野　尚樹 准教授

人文社会科学部

グローバル・スタディーズコース
講義 何人でも可 50～90分 ○ ○ ○ ○

A5-8 ○  史学・地理学
 地図を使って地域課題を考え

る

地域の課題を考えるにあたり、地理空間情報とその活用について説明しま

す。その後、グループワークとして地図上で地域の課題について考えてみま

す。

本多　広樹 講師
人文社会科学部

地域公共政策コース

講義および実習

（グループワー

ク）

30～40名 60-90分 △ ○
水・木・金は委員会および授

業のため実施不可
○

A5-9 ○ ○  史学・地理学  山形の近現代史

山形県初代県令・三島通庸について、山形県とサクランボの歴史など、山形

の明治以降の歴史について講義します。内容についてはご相談に応じます。

山形に限らず、明治以降の近現代史一般についても講義可能です。

小幡　圭祐 准教授
人文社会科学部

人間文化コース
講義 ご相談に応じます 60~90分 ○ ○ ○

対面で実施する場合はプロ

ジェクターとスクリーンをご

準備願います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A5-10 ○  史学・地理学
 山形の近現代史に関する

フィールドワーク

過去の地図と現在の地図を比較しながら山形の明治以降の歴史についての街

歩き・フィールドワークを行います。内容についてはご相談に応じます。
小幡　圭祐 准教授

人文社会科学部

人間文化コース
実習 10名程度 ご相談に応じます ○ ○

フィールドワークの場所は山

形市の中心市街地を想定して

います。

○ ○ ○ ○
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A5-11 ○ ○  史学・地理学

 モンゴル遊牧民と都市の歴

史：カラコルムからウラン

バートルへ

「遊牧民と都市」一見矛盾する両者は、歴史的に密接に関わり合いながら発

展してきました。モンゴル帝国の首都カラコルム建設に至るまでの歴史、あ

るいはカラコルムから現在のウランバートルに至るまでの歴史から、両者の

関係を考えます。

中村　篤志 教授
人文社会科学部

人間文化コース
講義 何人でも 60分－90分 ○ ○ ○

プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○ ○ ○

A5-12 ○ ○  史学・地理学
 20世紀におけるモンゴルと日

本の歴史

モンゴルと日本は20世紀になって密接な関わりを持ちます。日本とモンゴ

ルの悲劇の20世紀史を例に、「相手の歴史を知る」ことが、未来を切り開

くためにどれほど重要なのかを考えます。

中村　篤志 教授
人文社会科学部

人間文化コース
講義 何人でも 60分－90分 ○

プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○ ○ ○

A5-13 ○ ○  史学・地理学

 「日本人」って何？：モンゴ

ルから考える民族・国民・国

家

モンゴルの昔と今を紹介しながら「民族」「国民」「国家」とはなにか？そ

して我々「日本人」とは何かを考えます。皆でワークをしながら「他者を知

ることで自分を知る」体験をしてみましょう。

中村　篤志 教授
人文社会科学部

人間文化コース

講義（一部ワー

ク）
50人以下が望ましい 90分 ○ ○ ○

プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○ ○ ○

A5-14 ○  史学・地理学  観光学の必要性 地域の持続可能性と観光振興との関係について講義します 山田　浩久 教授
人文社会科学部

地域公共政策コース
講義 20名 60分 ○ 講義１回あたり、10,000円

会議、講義のため、毎週水、

木、金は不可
◯ ◯


